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 Ⅱ 区がめざす将来像をお示しします 

 
～ 基本構想・おおた未来プラン 10 年 ～ 

平成 20 年 10 月に基本構想が区議会において議決され、区の 20 年後の将来像「地域力が区民の

暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市 おおた」を定めました。これは大田区の長期的なまちづく

りの目標であり、区が行う全ての事業は、この将来像の実現に向けて実施しています。 

基本構想の議決を受け、平成 21 年 3 月には区の基本計画である未来プランを策定しました。未

来プランに掲げる主な事業は、将来像を実現するために着実に推進しなければならないものであり、

区は毎年その進捗状況を公表しています。未来プランは、区民の皆さまの参画を頂きながら作成した

もので、その推進・公表は区の責務です。 

一方、計画策定時から期間が経過するにつれ、区を取り巻く社会経済状況は大きく変化しています。

長期的な経済停滞や雇用情勢の悪化、少子高齢化の進行は、区民の皆さまの生活に大きな不安を与え

ており、区は引き続き生活安定のために欠かせない行政サービスを提供し続ける必要があります。 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災とそれに伴う原子力発電所の事故は、日本全体の

自治体に今後の防災施策のあり方について様々な課題を投げかけました。区は、区民、地域の関係団

体、学識経験者等で構成する「大田区総合防災力強化検討委員会」を設置し、平成 24 年 1 月に報

告書として、検討結果をご報告いただきました。これを受け、防災力強化等新たに発生した課題にも

積極的に取り組んでいます。 

このような環境の変化の中で未来プランを着実に推進するためには、大きな目標を見据えつつも、

その時々の状況に個々の事業を柔軟かつ的確に対応させることが必要です。そのため区は、未来プラ

ンの点検を行い、平成 24 年 5 月に「おおた未来プラン 10 年《修正版》」を策定しました。厳しい

社会経済状況に対応しながら、将来像の実現に向けた取り組みを進めています。 

国は、平成 23 年 4 月、「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法

律の整備に関する法律」（第１次一括法）、さらに 8 月には第２次一括法を制定し、これらに基づき

24 年度以降、東京都から区へ関連事務事業の事務権限が移譲されることとなり、区では地域の実情

をふまえた取組を進めて参りました。引き続き更なる事務権限及び財源の移譲をあらゆる機会を通じ

て主張するとともに、区民に最も身近で地域を熟知した基礎自治体として、多くの区民の皆さまの多

様なニーズを把握し、誰もが安心して暮らせるまちづくりに移譲された事務権限及び財源を効果的に

活用します。 

基本構想及び未来プランは、「地域力」と「国際都市」をキーワードにしています。地域の方々相

互の協力は、厳しい状況を乗り越える大きな力となります。区では、区民の皆様と協働で被災地ボラ

ンティア調整センターを運営し、東日本大震災で大きな被害を受けた地域の支援を行っています。こ

の協働による被災地支援の経験を活かしながら、「地域力」の更なる強化をめざします。また、国際

空港を擁する自治体としてのアイデンティティを確立し、地域力と連動した国際都市施策を戦略的に

展開します。 
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　大田区は、20年後の区のめざすべき将来像を提
示するとともに、区政運営の基本となる考え方を
まとめた基本構想を、平成20年10月14日の区
議会において議決をいただきました。基本構想で
は、将来像を実現するための方向性として、３つ
の基本目標を設定しました。

　これを踏まえ、基本構想の実現のための具体的
施策を体系的にまとめた大田区10か年基本計画
「おおた未来プラン10年」を策定しました。

　区は、未来プランの推進を図るとともに、各部
局で策定・実施している個別計画との整合・連携
を図りながら「地域力・国際都市　おおた」をさ
らに推進します。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本構想

期間：平成20～40年

（２０か年）

おおた未来プラン１０年

期間：平成21～30年度

（１０か年）

　■位置づけ

　　基本構想は、議決を必要とする区の

     最上位計画

　■目的

　　20年後の大田区の将来像、区政運営の

　　方向性を明示

　■構成

　　「基本構想策定の背景と役割」「基本理念」

　　「将来像」「基本目標」「個別目標」「基本

　　構想を実現するための方策」「大田区に

　　おける地域力の基本的考え方」から構成

　■位置づけ

　　基本構想の実現に向け、個別目標ごとに

　　施策を体系化した計画

　■目的

　　今後10年間に取り組むべき主要な事業

　　を説明

　■構成

　　「策定の背景」「将来人口」「財政計画」

　　「10年後のめざす姿」「現状と課題」

　　「施策の方向性と主な事業」などから

　　構成

連携・整合

個別計画（各局ごとに策定）

将来像

地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市  おおた

基本目標

③地域力と行政の
連携がつくる人と
地球に優しいまち

①生涯を健やかに
安心していきいきと

暮らせるまち

②まちの魅力と産業が
世界に向けて輝く

都市（まち）

行政経営に向けた取り組み

　　健全な財政を維持しながら、未来プランを円滑に推進するため、「大田行政経営プラン
　（平成２１年度～２３年度）」の後継として平成２４年９月に策定した「大田区経営改革推
　進プラン」に基づいた行政経営改革を推進します。

３　地域力を
活かした

行政経営の推進

４　職員力を
活かした

行政経営の推進

１　区民本位の行政
経営の推進

２　持続可能な行政
経営の推進
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　　　　　　　　　　　　　　安全・安心

■ 子ども、高齢者、障がい者、外国人など、災害時要
　援護者支援の推進
■ 防災情報基盤の整備（区民安全・安心メールの
　運用、緊急地震速報機器の導入など）
■ 災害時相互支援体制の整備 （災害時相互支援
　プランの策定支援、防災コーディネーター の派遣など）
■ 地域力を活かした防犯活動の支援
■ 子どもや高齢者などの地域の見守り体制の充実など

　　　　　　　　　　　　子育て・教育

■ 地域で「子育て・子育ち・親育て」の支援
■ インターネットを活用した子育て応援サイトの充実
■ 地域力を活かした学校づくり
■ 放課後の安全な居場所づくり
■ 学びの成果を活かした支えあいの地域づくり
■ 地域で活躍する人材づくり　など

　　　　　　　　　　　　魅力ある地域づくり

■ 地域力応援基金助成事業の実施
■ （仮称）18 色の地域力応援プログラムの
　策定・実施
■ NPO・区民活動フォーラムの開催
■～ご近所デビュー～おおた地域力発見倶楽部の開校
■ 特別出張所機能の活性化　など

　　　　　　　　　健康・福祉・医療

■ 高齢者の就労・起業支援の実施
■ 元気高齢者の交流の場づくり
■ 健康づくりの推進
■ 障がい者の就労支援、ふれあい広場の実施
■ 

区民一人
ひとり
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（仮称）障害者総合サポートセンターの設置
■ 地域医療連携の推進　など

　　　　　　　　　　　　文化・観光

■ （仮称）地域文化振興プランの策定・実施
■ ものづくりのまち体験ツアーの実施
■ にぎわいを生み出すスポットづくり
■ 誰にもわかりやすいサイン整備
■ シティセールスの実施
■ おおた商い観光展の開催

　　　　　　　　　　　　産業・環境

■ 次世代ものづくり人材育成、教育機関との連携
　促進
■ ふれあい商店街事業
■ 環境にやさしいエコライフの普及
■ ごみ減量・区民69 万人周知作戦の実施
■ 産・学・官の協働による水質浄化対策の推進　など

事業者

団体・
ＮＰＯ

区

自治会・
町会

自然

文化歴史

まちなみ

国際交流拠点都市 多文化共生

　　　　　　　　　　　世界とつながるまち

産業の国際競争力を支え、
世界につながり、飛躍するまちをつくります

■ 中小企業の海外展開支援
■ 環境技術の開発支援
■ おおたブランドの世界への発信
■ 姉妹都市・友好都市交流

　　　　　　　　外国人が暮らしやすいまち

外国人にとって住みやすく、働きやすいまちをつくります

■ 区内在住外国人への相談体制の強化
■ 生活・文化交流の促進
■ 誰にもわかりやすいサイン整備
■ 多文化共生推進プランの策定・実施
■ 多文化共生推進センターの整備
■ 外国人のための日本語教室の充実
■ 国際理解教育の推進

　　　　　　　　　羽田空港の国際化活用

羽田空港の国際化を機に、
さらに高度で利便性の高い交流機能を担う拠点を
つくります

■ 新空港線「蒲蒲線」などによる交通アクセスの改善
■ 臨海部の道路整備による交通渋滞解消
■ 空港跡地におけるにぎわいのある交流拠点づくり

　　　　　外国人観光客が立寄りたいまち

海外からの玄関口として、外国人が訪れたくなる
魅力あるまちをつくります

■ 日本の玄関口にふさわしい景観形成
■ 新たな観光スポットの発掘
■ 多言語による大田区の魅力の紹介

迎える、
飛び立つ

訪れる

つながる

暮らす

(仮称)障がい者総合サポートセンターの設置 

地域文化振興プランの策定・実施 
18 色の地域力応援プログラムの 


